
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
補
償
金
認
定
審
査
会
運
営
規
程

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
補
償
金
認
定
審
査
会
令
（
令
和
二
年
政
令
第
五
号
）

第
二
条
第
一
項
及
び
第
六
号
並
び
に
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
規
程
を
制

定
す
る
。

（
会
議
）

第
一
条

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
家
族
補
償
金
認
定
審
査
会
審
査
会
（
以
下
「
審
査

会
」
と
い
う
。
）
は
会
長
が
招
集
す
る
。

２

会
長
は
、
審
査
会
を
招
集
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
期
日
、

場
所
及
び
議
題
を
委
員
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

会
長
は
、
議
長
と
し
て
審
査
会
の
議
事
を
整
理
す
る
。

（
部
会
の
設
置
）

第
二
条

会
長
は
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
査
会
に
諮
っ
て
部
会
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
諮
問
の
付
議
）

第
三
条

会
長
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
審
査
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
審

査
を
部
会
に
付
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
部
会
の
議
決
）

第
四
条

部
会
の
議
決
は
、
会
長
の
同
意
を
得
て
、
審
査
会
の
議
決
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
参
考
人
の
招
致
）

第
五
条

会
長
は
、
審
査
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
適
当
と
認
め
る
者
を
参
考

人
と
し
て
招
致
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
議
の
公
開
）

第
六
条

審
査
会
の
会
議
は
、
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
事
者
若
し
く
は
第
三
者
の
権
利
若
し
く
は
利
益
又
は
公
共
の
利
益
を
害
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
会
長
は
、
会
議
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

会
長
は
、
会
議
に
お
け
る
秩
序
の
維
持
の
た
め
、
傍
聴
人
の
退
場
を
命
じ
る

な
ど
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
議
事
録
）

第
七
条

審
査
会
に
お
け
る
議
事
は
、
次
の
事
項
を
含
め
、
議
事
録
に
記
載
す
る

も
の
と
す
る
。

一

会
議
の
日
時
及
び
場
所

二

出
席
し
た
委
員
の
氏
名

三

議
事
と
な
っ
た
事
項

２

議
事
録
は
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
若
し

く
は
第
三
者
の
権
利
若
し
く
は
利
益
ま
た
は
公
共
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
は
、
会
長
は
、
議
事
録
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
議
事
録
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
し
た
場
合
に
は
、

会
長
は
、
非
公
開
と
し
た
部
分
に
つ
い
て
議
事
要
旨
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開

す
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
規
定
）

第
八
条

第
一
条
、
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
部
会
に
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
、
第
五
条
、
第
六
条
並
び
に
第
七
条
第
二
項
及
び

第
三
項
中
「
会
長
」
と
あ
る
の
は
「
部
会
長
」
と
、
第
一
条
中
「
委
員
」
と
あ
る

の
は
「
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
雑
則
）

第
九
条

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
又
は
部
会
の
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
会
長
又
は
部
会
長
が
定
め
る
。
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